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退任の挨拶 新任医師紹介

学会発表
2023年7月6日～7月7日
第35回頭蓋底外科学会
前･中頭蓋底アプローチ修練用に開発した2層の色付き人
工硬膜を有する前・中頭蓋窩3-dimensional(3D)モデル
脳神経外科　山岡寛人

2023年7月15日～7月16日
第26回日本臨床脳神経外科学会
高次脳機能障害を含めた頭蓋内疾患患者の歩行自立に関
する要因の検討
リハビリ部　大村泰穂

2023年9月1日～9月2日
第25回中国四国脳卒中研究会
tPA静注後に脳梗塞でないことが判明した救急患者の臨
床的特徴
脳神経外科　山岡寛人

2023年10月14日
第64回全日本病院学会in広島
病院の株式会社化が、医療と日本の未来を救う！
理事長　若林伸一

脳卒中患者における回復期病棟でのうつ症状評価と心の
ケア
臨床検査部　平田明子

心電図非同期胸部ＣＴによる冠動脈カルシウム簡易評価法
の検討
放射線部　佐々木大樹

高次脳機能障害を含めた頭蓋内疾患患者の歩行自立に関
する要因の検討
リハビリ部　福田　豊

2023年10月25日～10月27日
第82回日本脳神経外科学会総会
MRI SSSR法による血栓回収術前の閉塞血管の描出
脳神経外科医長　蛯子裕輔

当院におけるCarotid WALLSTENT使用症例と
CASPER使用症例の成績の比較
脳神経外科　山岡寛人

2023年10月26日～10月27日
リハビリテーション・ケア合同研究大会　広島2023
コロナ禍におけるリハビリ部の取り組みと実績
リハビリ部士長　岡田和紀

脳卒中急性期患者の自動車運転再開における神経学的特徴
リハビリ部　森松千夏

当院の回復期病棟における脳卒中後うつ評価と心のケア
臨床検査部　平田明子

2023年11月10日～11月12日
第57回日本作業療法学会
タクシー運転手への復職にドライビングシミュレーター訓
練が功を奏した急性期脳卒中の１症例
リハビリ部　森松千夏

2023年11月23日～11月25日
第39回日本脳神経血管内治療学会学術集会
血栓回収術前のMRIによる閉塞血管の描出
脳神経外科医長　蛯子裕輔

2023年12月3日～12月5日
第41回日本脳腫瘍学会学術集会
Lower-grade diffuse gliomaにおいて、T2-FLAIR 
mismatch signと11C-methionine PETの集積は相
関する
脳神経外科医長　蛯子裕輔

2023年12月16日
第７回日本安全運転医療学会学術集会
脳梗塞患者の搬送時情報と発症後30日以内の運転再開
の関連性
リハビリ部　森松千夏

2024年2月9日～2月10日
第53回日本神経放射線学会
Lower-grade diffuse gliomaにおいて、T2-FLAIR 
mismatch signと11C-methionine PETの集積は相
関する
脳神経外科医長　蛯子裕輔

2024年3月2日～3月3日
第9回運転と作業療法研究会学術大会
オンラインで全国の運転と地域移動の支援者とつながる
日本運転リハプロジェクトの取り組み
リハビリ部　森松千夏

2024年3月7日～3月9日
第49回日本脳卒中学会学術集会
中大脳動脈M2閉塞に対する血栓回収術において、ステン
ト回収時の血管偏位は再開通の予測因子である
脳神経外科医長　蛯子裕輔

口腔内環境の悪化と脳梗塞転帰との関連についての検討
脳神経内科　竹下　潤

急性期のアテローム血栓性脳梗塞とBranch atheroma-
tous disease(BAD) Typeに対しアルガトロバンの代替
療法としてヘパリン投与例の臨床的検討
脳神経内科　松山稜太郎

tPA静注療法の非適応鑑別に頭部外CTが必要であった症
例と診療放射線技師の診断補助が有用であった一例
放射線部　南里涼介

急性期脳卒中患者における自動車運転再開可否判定に影
響を与える因子について
リハビリ部　大倉 陽

頸動脈エコーで、ステント留置術後早期にステント内プラ
ークを認めた2例
臨床検査部　横山　咲

脳卒中患者におけるOHAT-Jを用いた口腔状態の評価と
肺炎の関連性
看護部　土岡　弥

急性期脳卒中患者の入院時口腔内衛生状況と入院後の推
移及び経口摂取の状態
看護部　松永帆央

論著
2023年7月発行　
Journal of Neuroendovascular Therapy  17巻9号～
Usefulness of PETRA-MRA for Postoperative 
Follow-up of Stent-Assisted Coil Embolization of 
Cerebral Aneurysms
脳神経外科医長　蛯子裕輔

2023年8月発行
Journal of Neuro-Oncology　
T2-FLAIR mismatch sign correlates with 
11C-methionine uptake in lower-grade diffuse 
gliomas　
脳神経外科医長　蛯子裕輔

2023年8月発行
World Neurosurgery
A Three-Dimensional Anterior and Middle Cranial 
Fossa Model for Skull Base Surgical Training 
with Two Layeres of Colored Dura Mater
脳神経外科　山岡寛人

2023年10月発行
医学検査　72巻4号～
グループコミュニケーションアプリで立ち上げた認知症に
興味がある臨床検査技師の集いの場の有用性調査
臨床検査部主任　西野真佐美

2023年11月発行
Journal of Clinical Rehabilitation　32巻12号
1202～1206項
リハビリテーション医療における安全管理の一工夫 II回復
期リハビリテーション病院における安全管理　３急変に備
える院内耐性と院外連携
リハビリテーション科部長　加世田ゆみ子

日本医療機能
評価機構認定施設
日本医療機能

評価機構認定施設

翠清会梶川病院翠清会梶川病院

今
号
の
内
容

■ 「ありがとう」を思う

■ アルツハイマー「病」の新薬が登場

■ 第 14回　翠清会梶川病院主催　公開講演会での講演内容のご紹介　　　　　 

■ 新入職員を迎えました　　　■ 退任の挨拶　■ 新任医師紹介

■ 学術活動 (202３.4月～202４.３月 )

当院ではWiFi 無料インターネット接続サービスがご利用いただけます。ご希望の方は受付までお問い合わせください。当院ではWiFi 無料インターネット接続サービスがご利用いただけます。ご希望の方は受付までお問い合わせください。

翠清会ニュース

編集委員：下村・福田・池上・松岡・生駒・藤本・福本・能島

　仏教思想で示されている「無」という概念の認識は、人が憂うことなく良く生きるためには大

切であるとされています。この概念は日本語にも深く浸透しており、「ありがとう」がその一例で

す。「ありがとう」は感謝を意味し、「有り難い」という言葉に由来していると言われています。

　すべての事象は「無」であるが故に、私達が思い、感じ、体験していることは奇跡的なこと＝有

り難いこと＝感謝すべきことにつながっています。「無」を認識するために「有り難い」が「感謝」と

結びついてきたとも言えます。つまり、感謝をすることにより無意識に「無」につながり、結果として

人生は好転すると解釈できます。

　「有り難い」の反対は「当たり前」です。私達は生きている中で「当たり前」が増えていき、「有り

難く」思うこと=「感謝」の思いが少なくなります。今、「当たり前」と思っていることに感謝してみて

はいかかでしょうか。まずは、自分自身のこと、それから家族、親友、仕事仲間、好きな人、苦手な

人にも感謝の思いを広げてみましょう。

　世界中に感謝の思いが広がれば、争い事は少なくなり、きっと戦争もなくなり皆が幸せとなる

と信じています。

院長　溝上達也

「ありがとう」を思う

学 術 活 動 202３.4月～202４.３月202３.4月～202４.３月

令和6年4月1日に入社式を行い、医師３名、薬剤師1名、看護師8名、
准看護師1名、理学療法士1名、作業療法士1名、社会福祉士1名
の計16名が入職いたしました。
皆さまどうぞよろしくお願いいたします。

新入職員を迎えました

　2024年3月末で梶川病院を退
職することとなりました。4年間
勤務させていただき、たくさんの
患者さん、ご家族の方と関わらせ
ていただきました。少しでも皆様
のお役に立てたのであれば幸い
です。当院で経験させていただい
たことを今後の診療に活かして
いきたいと思っています。皆様の
ご健勝とご多幸を心よりお祈り
申し上げます。

脳神経内科　竹下　潤

　この度、3月末で梶川病院を退職
する事となりました。2023年4月から
1年間と短い間ではありましたが梶
川病院で過ごした日々 は非常に貴
重な時間だったと感じます。将来的
には外来や往診を主体として従事
したく思っており、外来診療で多くの
患者さんの診療に携わり学ばせて
頂いた経験を糧にして精進して参り
ます。これからも皆様のご健康とご
多幸をお祈り申し上げます。

脳神経内科　松山稜太郎

　4月より脳神経内科医師として
勤務させていただきます坂原英
皓と申します。これまで広島大学
病院、および関連する市中病院
で脳卒中、神経疾患の診療に携
わってまいりました。
　脳神経内科診療を通じて皆様
のお力となれますよう努めてまい
ります。どうぞよろしくお願いい
たします。

脳神経内科　坂原英皓

　4月より脳神経内科で勤務させ
ていただきます大谷達矢と申しま
す。3月までは広島市民病院に勤
務しておりました。まだまだ至ら
ない点もあるかと思いますが、広
島の脳卒中診療に貢献できるよ
う日々精進してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

脳神経内科　大谷達矢


